
尋
ね
る
と
「
情
報
機
器（
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
）で
時
間
が
取
ら
れ
る
」
と
答
え

た
人
が
43.

６
％
で
最
多
と
な
り
、
過
去
の
調

査
で
割
合
が
多
か
っ
た
「
仕
事
や
勉
強
が
忙

し
く
て
読
む
時
間
が
な
い
」（
38.

９
％
）を
上

回
っ
て
い
ま
す
。（
表
１
）

　
一
方
で
、
本
以
外
の
情
報（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）で
文
字
を
読
む
人
の
割
合
は

年
々
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ
り
紙
で
の
情
報
収
集
を

行
う
人
の
割
合
は
減
り
、
電
子
媒
体
で
の
情

報
収
集
を
行
う
人
が
増
加
し
て
き
て
い
る
こ

と
が
推
測
で
き
ま
す
。

　

本
市
の
児
童
生
徒
に
お
け
る
、
家
庭
で
の

不
読
率（
１
か
月
に
本
を
１
冊
も
読
ま
な
い
児

童
生
徒
の
割
合
）は
学
年
が
上
が
る
ほ
ど
上
昇

す
る
傾
向
に
あ
り
、
全
国
平
均
と
比
べ
本
市

の
不
読
率
は
高
い（
表
２
）傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
本
市
で
は
令
和
４
年
度
、
家
庭
・
地

域
・
学
校
が
一
体
と
な
っ
て
乳
幼
児
期
か
ら
発

達
段
階
に
応
じ
た
読
書
活
動
を
行
え
る
よ
う

「
第
４
次
鹿
屋
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計

画
」を
策
定
し
、
読
書
環
境
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
主
な
取
り
組
み
と
し
て
は
①「
親

と
子
の
20
分
間
読
書
」運
動
で
親
子
の
ふ
れ
あ

令
和
５
年
に
行
わ
れ
た
文
化
庁
の
「
国
語

に
関
す
る
世
論
調
査
」
に
お
い
て
「
１
か
月
に

ど
の
く
ら
い
漫
画
や
雑
誌
以
外
の
本
を
読
む

か（
電
子
書
籍
を
含
む
）」
と
い
う
質
問
に
対

し
、
62.

６
％
の
人
が「
読
ま
な
い
」と
答
え
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た「
読
書
量

が
減
っ
て
い
る
」と
答
え
た
人
に
そ
の
理
由
を

「
月
に
１
冊
も
読
ま
な
い
」

「
月
に
１
冊
も
読
ま
な
い
」

大
人
が
６
割
を
超
え
る

大
人
が
６
割
を
超
え
る

皆
さ
ん
は
、
最
近
本
を
読
ん
で
い
ま
す
か
？
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
普
及
し
た
今
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
情
報
を
仕
入
れ
る
人
が
増
え
て
お
り
、
全
く
本
を
読
ま
な
い
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
本
に
携
わ
る
人
を
は
じ
め「
本
を
あ
ま
り
読
ま
な
い
」人
に
も
話
を
聞
き
、

読
書
を
通
じ
た
発
見
や
魅
力
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ゆ
っ
く
り
と
本
の
世
界
に
触
れ
る
こ

と
で
人
生
に
さ
さ
や
か
な
彩
り
を
与
え
て
く
れ
る「
読
書
」。
今
回
の
特
集
を
読
ん
だ
皆
さ
ん
が
、

新
た
な
本
に
触
れ
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

問
市
学
校
教
育
課　
☎
０
９
９
４-

３１-

１
１
３
７

い
を
重
視
し
な
が
ら
、
②
発
達
段
階
に
応
じ

て「
お
す
す
め
本
リ
ス
ト
」等
を
作
成
し
た
り
、

③「
ま
ち
な
か
図
書
館
」の
設
置
や「
デ
ジ

と

し
ょ
Ｋか

の

や

Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｙ
Ａ
」（
か
の
や
市
電
子
図
書

館
）で
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
気

軽
に
読
書
を
楽
し
め
る
環
境
を
整
備
し
た
り

す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

鹿
屋
市
の
子
ど
も
の
傾
向
と

鹿
屋
市
の
子
ど
も
の
傾
向
と

読
書
推
進
の
取
り
組
み

読
書
推
進
の
取
り
組
み

市
生
涯
学
習
課　
☎
０
９
９
４-

３１-

１
１
３
８

（表１）　 文化庁 令和５年度「国語に関する世論調査」
「読書量が減っている」と答えた人のうち
読書量が減っている理由（２つまで回答）

情報機器（携帯電話・スマートフォン等）
で時間が取られる
仕事や勉強が忙しくて読む時間がない

視力など健康上の理由

テレビの方が魅力的である

読書の必要性を感じない

魅力的な本が減っている

近所に本屋や図書館がない

良い本の選び方が分からない

読みたい本が電子書籍でしか読めない

学校での読書指導が十分でない

その他

無回答

43.6

(%)

38.9

31.2

19.8

8.5

7.7

4.6

6.0

0.2

0.6

6.2
0.2

（表２）　不読率の比較（第４次鹿屋市子ども読書活動推進計画
　　　　（令和３年度）・第66回学校読書調査（令和３年度））

～ 書店で本を選ぶ2人 ～
社会人硬式テニスでペアを組んでいる長

ながはま

濵
さんと瀬

せ と ぐ ち

戸口さん（Ｐ６参照）。お２人には
特別企画にご協力をいただきました。

〔 撮影協力 〕
明林堂書店 鹿屋店
☎ 0994-43-3983
〒 893-0013  鹿屋市札元２丁目3675-48

(%) 全国
鹿屋市 53.6

49.8

32.3

10.1
5.5
8.7

小学生 中学生 高校生
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